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研究要旨 ベーチェット病のレジストリ研究に着手し、臨床症状、疾患活動性指標を１年間

追跡した。結果大多数の患者で疾患活動性の残存を認め、１年間の追跡後でも活動性が残存

していることが判明した。これらの成績を基に来年度より本格的に開始される全国レジスト

リ研究へと応用していきたい。  

A. 研究目的 

関節リウマチにおいては Treat-to-target

（T2T）による寛解目標を定めた治療戦略に

より患者予後の改善を認めているが、ベーチ

ェット病（BD）においては T2T が開発され

ていない。今回 BD における T2T 開発の予

備調査のため、当科および共同研究施設にお

いて開始している疾患レジストリ研究のデ

ータを用いてBD患者の疾患活動性の現状に

ついて解析を行った。 

B. 研究方法 

文書による同意を得た横浜市立大学附属病

院に通院中の BD 患者より横断的に Behçet’

s disease current activity form（BDCAF：

12 点満点)および Face scale(1-7 点)を用いた

活動性指標の現状と、その経時的変化につい

て検証した。 

（倫理面への配慮） 

本研究課題は横浜市立大学附属病院倫理委

員会の承認を得ている。 

C. 研究結果 

現時点で解析できた横浜市大213例のデ

ータによると、BDCAF の平均値は 2.2±

1.9 であり、平均 2 つの BD 症状の残存を

認めた。残存している症状としては口腔潰

瘍(51.6%)、関節痛(41.8%)が多く認められ

た。Face scaleの平均値は 3.5±1.6であり、

患者自身による疾患活動性評価が中等度

認められた。BDCAF では過去 28 日間の

症状の有無の 2 項変数で評価するため、治

療による症状改善の推移を評価するのは

困難であった。 

D 考察 

今後、本邦における BD 患者の疾患活動

性の現状と、最適な評価指標の開発が必要

である。レジストリ研究が開始されれば、

さらなる症例数増加と、長期的観察により、

予後と直結する活動性指標と T2T の開発

が期待できる。 

E. 結論 

今回の調査によりBD患者の多くで疾患活

動性が残存していることが明らかとなった。 
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